
基礎答練・応用答練 共通

「4A実践答練」は、私自らが解説レジュメ・答案例までを作成します。
そのため、「4A基礎講座」から一貫して「4A」で問題を解くプロセスを身に付けることができ、
「4A」を駆使した答案スタイルを確立しやすくなります。

解説レジュメ 答案例 答案添削 講評・受講生の参考答案

4Aを使った
一貫した答案スタイルを身に付ける！

丁寧な添削指導と、充実した講評で
合格ラインの見極めができる！ 個別相談制度

提出いただいた答案は、私以外の弁護士が採点基準に基づき、丁寧な添削を施し返却します。そのため、客観的な採点者の着眼点
（▶絶対的な合格ライン）と、今後の勉強の方向性が見えてくることでしょう。さらに、受講生の答案を分析して書いた講評と、提出
答案からセレクトした受講生の参考答案を、後日配布します。これらを読むことで、相対的な合格ラインの感覚が把握できるように 「4A実践答練（全科目）」・「4A基

礎講座パック」・「4A予備総合パッ
ク」をお申込みの方への特典とし
て、私自身が、皆さんの答案（構成）
を見て、具体的な改善策等のアド
バイスをする「個別答案指導」を、
定期的に実施します。個別指導は
私の真骨頂とも自負していますの
で、ぜひご利用ください。

4A実践答練 全23回
（約70時間）

民事訴訟法  2回
刑事訴訟法  2回
行 政 法  2回

憲 法  3回
民 法  5回
刑 法  3回
商 法  3回

問題
解説レジュメ・答案例
答案添削
講評・受講生の答案

講義時間 全科目 ………………………………………………  約3時間/回

応用答練  1回

応用答練  1回

応用答練  1回

講義時間 全科目 ……………………………………  約3時間/回

刑事系
刑法・刑訴法

民事系
民法・商法・民訴法

公法系
憲法・行政法

自ら解説レジュメ・
答案例まで作成！

弁護士による、
客観的な採点！

さらに安心！

論文答案作成（120分前後）

休 憩

4A解説講義（約60分）

制限時間内に、論文式問題の答案を作成していただきま
す。
本試験と同様に、六法（条文）しか参照できない状況で、
実践力を鍛え上げましょう。
毎回、目標を立てて（ex：答案構成時間を短時間・長時
間にする、問題文の事情をすべて使う等）目的意識を持っ

「4A」に基づいて、問題文をどのように読み、どのように解
いて答案化すべきだったかという実戦的な解説講義をし
ます。自分の問題文の読み方・解き方と照らし合わせて、
「4A」の使い方を「実戦」対応にしていきます。併せて、答
練の際に自分で立てた目標を達成できたかどうかも反省・
分析し、次の目標へとつなげていきましょう。

1

2

出題者の視点や実際の受講生の
答案作成レベル等を把握するこ
とで、復習はもちろん、今後の答
案作成にも活かしてください。

まず、参考答案を
見て、自分の書い
た答案と照らし合
わせるのが第一
です。
参考答案の右側
には、採点基準を
記載。配点を見る
ことで、合格答案
になるためには、
どの部分をどれく
らい書くべきだっ
たかが一目瞭然！

4 A 実践答練4A 基礎講座

「4A」を使いこなせるようにし、

論文答案作成能力を
実践的に養成！

司
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個別答案指導

採点者の視点から見た答案の良い点・
悪い点はもちろん、改善するためには
今後どのような方向性で勉強すべきか
アドバイスもします。

【受講開始】2017年4月中旬

【申込開始】2017年1月上旬

答練とは何か？ 何のために受けるのか？ 何のために作るのか？ を徹底的に検証した自信 作！
4A実践答練4A基礎講座

4A基礎講座パック

4A予備総合パック

4A論文解法
パターン講義 4A条解講義

4A入門講義
基礎答練 応用答練

司
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予備試験短答模試

短答過去問解法分析講義

予備試験
4A論文過去問分析講義

基礎答練 全20回（約60時間） 応用答練 全3回（約10時間）

「4A実践答練」は、「4A基礎講座」で培った本試験合格に必要十分なノウハウと知識を、本試験レ

ベルの論文式問題で実際に使いこなせるようになるための論文答案の練習会です。制限時間内

での論文答案作成、中村講師による「4A解説講義」、そして中村講師による講評と受講生の参考

答案との相乗効果により、実践的に答案作成能力を養成します。

法科大学院入試という
“本試験”の過去問を有効活用！

「4A実践答練」は、問題に法科大学院入試という“本試験”の過去問を使用していま

す。それにより、問題のクオリティを高く維持しつつ、問題作成を省いたために空い

た時間を、問題分析、答案例を含めた解説レジュメの作成、解説講義の練成に有効

活用できるのです。

「4A基礎講座」と連動し、さらなる相乗効果を図る！
それが「4A実践答練」 2

ココが PO IN T

1
ココが PO IN T

カリキュラム カリキュラム

使用教 材

講義日程・受講料は P48～ をご覧ください

講義の 進め方

法科大学院入試どころか予備試験も、これまでに出題された論文
式問題は、「基礎的な良問」と言われるものが大半を占めます。
まずは、このような問題で確実に合格点をとれるよう、「4A」によっ
て論文式問題を解くパターンを確立し、これを安定して使えるよう
になりましょう。

予備試験や法科大学院入試でいくらかは出題されている応用
的な“難問”でも、基礎答練で確立したパターンをブレずに使い
こなせるように訓練しましょう。また、論文本試験と同様、1回の
答練で複数の科目を出題するので、その同時並行的な予習をす
ることで、論文本試験直前期をシミュレートしておきましょう。

予備試験・法科大学院入試の大半で
出題されるような「基礎的な良問」を出題します。

予備試験・法科大学院入試でいくらか
出題されている「応用的な難問」を出題します。

●「4A」によって論文式問題を解
くパターンを確立する。

● 確立したパターンを基礎的な
論文式問題で安定して使える
ようになる。

● 基礎答練で確立したパターンを応用
的な難問でもブレずに使いこなせる
ように訓練する。

● 本試験直前期に備えて、複数科目の
同時並行的な予習に慣れておく。

目

的

目

的

中村講師からのオススメPOINT

本試験合格に必要十分な、

「4A」に基づくノウハウと
知識を体得！
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